
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、
前記電子放出素子から放出された電子の軌道を偏向させる偏向原因部材と、
を備えた画像表示装置において、
所定方向に前記偏向原因部材を挟んで隣接する第１の輝点と第２の輝点との間隔が所定の
間隔よりも狭く、
前記偏向原因部材を挟まずに前記第１の輝点と隣接する第３の輝点と、前記第１の輝点と
の前記所定方向の間隔が前記所定の間隔よりも広く、

前記第１の輝点の光量が、画像信号によって該第１の輝点と同一の光量が要求される他の
輝点の光量に対して相対的に小さくなる補正が行われることを特徴とする画像表示装置。
【請求項２】
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、
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前記偏向原因部材は、前記第１の輝点に対応する電子放出素子が放出する電子を前記偏向
原因部材に近づく方向に偏向させ、かつ前記第２の輝点に対応する電子放出素子が放出す
る電子を前記偏向原因部材に近づく方向に偏向させるものであり、



前記電子放出素子から放出された電子の軌道を偏向させる偏向原因部材と、
を備えた画像表示装置において、
所定方向に前記偏向原因部材を挟んで隣接する第１の輝点と第２の輝点との間隔が所定の
間隔よりも広く、
前記偏向原因部材を挟まずに前記第１の輝点と隣接する第３の輝点と、前記第１の輝点と
の前記所定方向の間隔が前記所定の間隔よりも狭く、

前記第１の輝点の光量が、画像信号によって該第１の輝点と同一の光量が要求される他の
輝点の光量に対して相対的に大きくなる補正が行われることを特徴とする画像表示装置。
【請求項３】
前記偏向原因部材は、前記電子源と被照射部材との間の間隔を維持するスペーサであるこ
とを特徴とする請求項１もしくは２に記載の画像表示装置。
【請求項４】
前記複数の電子放出素子は、マトリックス状に配列されており、かつ、各電子放出素子は
列方向に略均等な間隔で配列されていることを特徴とする請求項１～３のいずれか一つに
記載の画像表示装置。
【請求項５】
前記複数の電子放出素子は、マトリックス状に配列されており、かつ、各電子放出素子は
行方向に略均等な間隔で配列されていることを特徴とする請求項１～４のいずれか一つに
記載の画像表示装置。
【請求項６】
前記電子源を駆動する駆動回路を有しており、該駆動回路は、マトリックス状に配列され
た複数の電子放出素子から放出させる電子の前記被照射部材への到達条件を制御する回路
であることを特徴とする請求項１～５のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項７】
前記光量補正の補正量を調整する手段を備えることを特徴とする請求項１～６のいずれか
一つに記載の画像表示装置。
【請求項８】
前記複数の電子放出素子は複数の走査配線と複数の変調配線によってマトリックス状に配
線されており、前記変調配線に印加する変調信号の振幅を制御することによって前記補正
を行う請求項１～７のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項９】
前記複数の電子放出素子は複数の走査配線と複数の変調配線によってマトリックス状に配
線されており、前記走査配線に印加する選択信号の電位を制御することによって前記補正
を行う請求項１～７のいずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項１０】
前記補正は、入力画像信号を補正することによって行うものであり、前記電子放出素子は
、該補正された入力画像信号に基づいて発生される駆動パルスによって与えられる電圧に
よって駆動されるものである請求項１～９いずれか一つに記載の画像表示装置。
【請求項１１】
前記入力画像信号を変換する複数の変換特性を記憶するメモリを有しており、前記補正は
、前記入力画像信号を変換する変換特性を選択することによって行う請求項１０に記載の
画像表示装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、複数の輝点によって画像を形成する画像表示装置に関するものである。
【０００２】
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前記偏向原因部材は、前記第１の輝点に対応する電子放出素子が放出する電子を前記偏向
原因部材から離れる方向に偏向させ、かつ前記第２の輝点に対応する電子放出素子が放出
する電子を前記偏向原因部材から離れる方向に偏向させるものであり、



【従来の技術】
従来、電子源を用いて画像を形成する画像表示装置が知られている。
【０００３】
電子源から出力される電子を被照射部材に照射する構成においては、電子放出部と被照射
部との間の電子の経路を真空雰囲気とするのが好ましい。
【０００４】
しかし、内部を減圧雰囲気にした構成にすると、外部の気圧との圧力差により減圧空間を
変形させようとする力が働く。このような構成においては、内部にスペーサを設ける構成
を好適に採用できる。
【０００５】
内部にスペーサを設けた構成の画像表示装置の例としては、例えば特開平１０－３０１５
２７号公開公報に開示されている。
【０００６】
この公報に開示された技術では、電子源とフェースプレートとの間にスペーサを設ける構
成が開示されており、更には、スペーサの帯電により冷陰極素子から放出された電子の軌
道がスペーサに近づく方向に曲げられること、及び電子が蛍光体上の正規の位置とは異な
る位置に衝突することにより画像の歪みが発生する場合があること、及び素子より発射さ
れた電子がスペーサに衝突することによりスペーサ近傍の画像の輝度が低下する場合があ
ることが開示されている。
【０００７】
また、素子に印加する電圧を変えることにより、素子から放出された電子のフェースプレ
ート上における到達位置を適宜調整できることも開示されている。また、スペーサの近傍
の素子とそれ以外の素子とにそれぞれ異なる電圧を印加することにより、電子放出部から
電子のランディング位置までの距離をどの素子においても略同様にする構成が開示されて
いる。また、各素子の電子放出特性を異ならせ、電子放出部から電子のランディング位置
までの距離をどの素子においても略同様にするために、スペーサの近傍の素子とそれ以外
の素子とにそれぞれ異なる電圧を印加した時にも各素子からの電子放出量を同じにする構
成についても開示されている。
【０００８】
また、ＵＳＰ６１２１９４２、及びＵＳＰ６１４０９８５には、電子の照射位置を調整す
る構成が開示されており、特開平１１－１９４７３９号公開公報には精細度に応じて発光
面積を調整する構成が開示されている。また、スペーサと電子放出素子を用いた構成にか
かわる技術として、その他にも、特開平９－１９０７８３号公開公報，欧州特許公開ＥＰ
Ａ８６９５３０，欧州特許公開ＥＰＡ８６９５２８、欧州特許公開ＥＰＡ８７５９１７な
どがある。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
複数の輝点により画像を形成する構成においては、視覚上の輝度むらが発生する場合があ
る。
【００１０】
本願発明の実施態様により改善できるより具体的な課題の一つとしては、以下が挙げられ
る。すなわち、上述のように、スペーサは電子軌道を偏向させてしまう原因となっていた
。また、スペーサに限らずに、電子放出素子の配列領域内に部材を設ける場合には電子軌
道を偏向させる原因となることが考えられる。また、複数の表示素子として以上述べたよ
うな電子放出素子を用いる構成に限らず、エレクトロルミネセンス素子を表示素子として
用いる場合にも画像を形成する一部の輝点の位置が所望位置からずれてしまう場合がある
。
【００１１】
本発明は簡易な構成で、形成する画像の品質の向上を図った画像表示装置を提供すること
を課題とする。
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【００１２】
【課題を解決するための手段】
本願に係る画像表示装置の発明の一つは、
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、を備えた画像表示
装置において、
所定方向における隣接輝点ごとの間隔が不均一であり、少なくとも一つの輝点の光量が補
正されており、該輝点の光量の補正によって、視覚上の輝度むらが減少されていることを
特徴とする。
【００１３】
ここで視覚上の輝度むら、とは、正常視力の観察者が複数の輝点が形成されている被照射
部材を見たときに知覚する輝度むらである。具体的には視覚上の輝度むらの観察は、前記
所定の方向における隣接輝点の間隔の平均値をＫとするとき、被照射部材から以下の距離
Ｌ離れた観察位置で正常視力（視力１．０）の観察者が観察することによって行う。
【００１４】
Ｌ＝Ｋ／（２ｔａｎ（１／１２０）°）
例えばＫが０．５ｍｍであれば、Ｌは１．７２ｍとなる。
【００１５】
光量の補正によって、視覚上の輝度むらが減少されているとは、この補正を行わない状態
で表示を行った場合に上述の観察条件において観察された輝度むらが、本願発明の補正を
行った状態で観察すると減少されている（輝度むらが観察されなくなっている場合を含む
）ことを示す。
【００１６】
すなわち、本願発明の技術的な意義は、輝点の間隔に不均一がある場合に、該輝点の間隔
を完全に均一化することなく視覚上の輝度のむら（視覚上の明るさのむら）を抑制する点
にある。すなわち、輝点の間隔の不均一がある場合に本願発明で言う光量補正に伴って、
結果的に輝点の間隔がより均一な状態に近づく構成や、本願発明で言う光量補正に合わせ
て輝点の間隔をより均一な状態に近づける制御を別途行う構成を本発明は排除するもので
はないが、補正を行わないと輝点の間隔に不均一が発生する構成において、輝点の間隔が
完全に均一な状態になるような補正を行う構成は本願発明の範囲に含まれるものではない
。
【００１７】
なお、本願は以下の画像表示装置の発明を含んでいる。
【００１８】
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、を備えた画像表示
装置において、
所定方向に一定の間隔で規定される基準位置からの各基準位置に対応する輝点の位置ずれ
量及びもしくは位置ずれ方向が不均一であり、画像を形成する輝点として、輝点の光量が
該位置ずれ量及びもしくは位置ずれ方向に応じて補正された輝点を含むことを特徴とする
画像表示装置、
及び複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、を備えた画像表示
装置において、
所定方向に一定の間隔で規定される基準位置からの各基準位置に対応する輝点の位置ずれ
量及びもしくは位置ずれ方向が不均一であり、少なくとも一つの輝点の光量が補正されて
おり、該輝点の光量の補正によって、視覚上の輝度むらが減少されていることを特徴とす
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る画像表示装置、である。
【００１９】
ここで、基準位置とは所定方向に一定の間隔で仮想的に規定されるものであり、この一定
の間隔（基準間隔）としては、複数の輝点が略等間隔で配列された領域内における隣接す
る輝点どうしの間隔を採用することができる。基準間隔で配列され、基準位置からの位置
ずれ量及び位置ずれ方向が同じになっている輝点群の領域においては、視覚上の明るさの
分布が均一となる。電子放出素子の所定方向の配列間隔を均等にし、各電子放出素子の構
造が同じであれば、基準間隔としては、前記所定方向に隣接する電子放出素子の電子放出
部どうしの間隔を採用できる。
【００２０】
また本願は、以下の画像表示装置の発明を含んでいる。
【００２１】
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、を備えた画像表示
装置において、
前記電子源は、６個の輝点をそれぞれ形成する所定の方向に並んだ６個の電子放出素子を
少なくとも含んでおり、該６個の輝点において互いに隣接する輝点の間隔は、中央の２個
の輝点の間隔が最も狭くなっており、
該２個の輝点のうちの少なくともいずれか一方の光量は、他の輝点における光量に比べて
相対的に小さくなる補正がなされていることを特徴とする画像表示装置、
及び複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、を備えた画像表示
装置において、
前記電子源は、６個の輝点をそれぞれ形成する所定の方向に並んだ６個の電子放出素子を
少なくとも含んでおり、
該６個の輝点において互いに隣接する輝点の間隔は、中央の２個の輝点の間隔が最も広く
なっており、該２個の輝点のうちの少なくともいずれか一方の光量は、他の輝点における
光量に比べて相対的に大きくなる補正がなされていることを特徴とする画像表示装置、で
ある。
【００２２】
なお、以上述べた各発明において、前記電子放出素子から放出された電子の軌道を偏向さ
せる偏向原因部材を有する構成の発明を本願は含んでいる。偏向原因部材を有する場合に
は、輝点の間隔の不均一や、輝点の基準位置からの位置ずれの不均一が生じやすくなるが
本願発明により該不均一を完全に無くすことなく視覚上の不具合を解消することができる
。
【００２３】
ここで、「偏向原因部材」は、偏向を意図的に生じさせることを目的とするものに限定さ
れるものではなく、意図的であるか意図的でないかに関係なく、電子軌道を偏向させてし
まう部材を意味するものである。
【００２４】
また本願は以下の画像表示装置の発明を含んでいる。
【００２５】
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、を備えた画像表示
装置において、
前記電子放出素子から放出された電子の軌道を偏向させる偏向原因部材を有しており、
前記偏向原因部材を挟んで隣接する２つの輝点であって、前記偏向原因部材を挟まずに隣
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接する他の２つの輝点の間隔よりも間隔が狭い２つの輝点であり、少なくともいずれか一
方の光量が、前記他の輝点の光量に対して相対的に小さくなる補正がなされたものである
輝点が画像を形成する複数の輝点の一部として形成されることを特徴とする画像表示装置
、及び
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、を備えた画像表示
装置において、
前記電子放出素子から放出された電子の軌道を偏向させる偏向原因部材を有しており、
前記偏向原因部材を挟んで隣接する２つの輝点であって、前記偏向原因部材を挟まずに隣
接する他の２つの輝点の間隔よりも間隔が広い２つの輝点であり、少なくともいずれか一
方の光量が、前記他の輝点の光量に対して相対的に大きくなる補正がなされたものである
輝点が画像を形成する複数の輝点の一部として形成されることを特徴とする画像表示装置
、である。
【００２６】
なお、以上述べた各発明における前記偏向原因部材としては、前記電子源と被照射部材と
の間の間隔を維持するスペーサが挙げられる。
【００２７】
前記複数の電子放出素子は、マトリックス状に配列されており、かつ、各電子放出素子は
列方向に略均等な間隔で配列されているとよい。
【００２８】
前記複数の電子放出素子は、マトリックス状に配列されており、かつ、各電子放出素子は
行方向に略均等な間隔で配列されているとよい。
【００２９】
また、前記電子源を駆動する駆動回路を有しており、該駆動回路は、マトリックス状に配
列された複数の電子放出素子から放出させる電子の前記被照射部材への到達条件を制御す
る回路であるとよい。
【００３０】
前記光量補正の補正量を調整する手段を備えるとよい。
【００３１】
なお、前記複数の電子放出素子が複数の走査配線と複数の変調配線によってマトリックス
状に配線されている構成においては、前記変調配線に印加する変調信号の振幅（電位や電
流値）を制御することによって前記補正を行う構成を採用できる。このとき、変調配線に
印加する変調信号の電位の制御は、複数の所定の電位を選択することによって行う構成を
好適に採用できる。また、前記変調配線に印加する変調信号の電位の決定は、該変調信号
を印加すべき電子放出素子の位置情報に基づいて行われるとよい。また、前記変調配線に
印加する変調信号の電位の制御は、前記変調信号の電位を生成する際に用いるリファレン
ス電位を選択することによって行うこともできる。
【００３２】
また、前記複数の電子放出素子が複数の走査配線と複数の変調配線によってマトリックス
状に配線されている構成において、前記走査配線に印加する選択信号の電位を制御するこ
とによって前記補正を行うことができる。このとき、前記走査配線に印加する選択信号の
電位の制御は、複数の所定の電位を選択することによって行うと好適である。また、前記
走査配線に印加する選択信号の電位の決定は、該選択信号を印加する走査配線の位置情報
に基づいて行われるとよい。
【００３３】
また、前記光量の補正の手段としては種々の構成をとりうる。その一つとして入力される
画像信号を補正して、該補正された画像信号に基づいて駆動パルスを発生させ、該駆動パ
ルスによって前記電子放出素子を駆動する構成が挙げられる。駆動パルスをマトリクス駆
動の際の変調信号とすれば、選択信号の電位と駆動パルスの電位との電位差によって電子
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放出素子が駆動されることとなる。
【００３４】
また、入力画像信号を変換する複数の変換特性を記憶するメモリを設けておき、前記補正
を、前記入力画像信号を変換する変換特性を選択することによって行う構成を好適に採用
できる。この変換特性としてはたとえば入力信号のガンマ特性を変換するように設定され
た変換特性ものを採用できる。
【００３５】
なお、前記位置情報は、所定周期で与えられるカウント信号をカウントすることによって
得ることができる。また、偏向原因部材があるときに、隣接輝点間隔と該偏向部材との距
離との間に相関がある場合は、該偏向部材との相対位置情報によって補正の要否もしくは
補正の程度を決めることができる。
【００３６】
また、本願は以下の発明を含んでいる。すなわち、
複数の電子放出素子が配置された電子源と、
該電子源に対向して設けられ、前記電子放出素子から放出された電子の照射によって各電
子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する被照射部材と、
前記電子源と被照射部材との間に設けられたスペーサと、を備えた画像表示装置において
、
同じ光量を要求する画像信号に基づいてそれぞれ形成される、スペーサ近傍に形成される
輝点と、該輝点とスペーサの距離よりも大きい距離をスペーサとの間に有する他の輝点と
において、前記スペーサ近傍に形成される輝点の光量と前記他の輝点との光量とが相対的
に異なる光量になるように、少なくともいずれかの輝点の光量が補正されており、該補正
により視覚上の輝度むらが減少されている画像を表示することを特徴とする画像表示装置
、である。
【００３７】
後でも述べるように、この発明によって、視覚上の輝度むらを抑制することができる。な
お、ある光量を要求する画像信号（所定値を有する輝度信号）に基づいて形成されるある
輝点と、それよりもスペーサから遠くに形成される他の輝点であって同じ光量を要求する
画像信号に基づいて形成される他の輝点とがある場合の全ての場合においていずれかの光
量を補正することを本願発明は要件とするものではなく、視覚上の輝度むらが形成される
場合であって、かつ必要な場合にのみ補正を行うようにしてもよい。
【００３８】
また、本願は画像表示装置の発明として以下の発明を含んでいる。
【００３９】
複数の輝点によって画像を形成する画像表示装置において、
所定方向における隣接輝点ごとの間隔が不均一であり、少なくとも一つの輝点の光量が補
正されており、該輝点の光量の補正によって、視覚上の輝度むらが減少されていることを
特徴とする画像表示装置、及び
複数の輝点によって画像を形成する画像表示装置において、
所定方向に一定の間隔で規定される基準位置からの各基準位置に対応する輝点の位置ずれ
量及びもしくは位置ずれ方向が不均一であり、画像を形成する輝点として、輝点の光量が
該位置ずれ量及びもしくは位置ずれ方向に応じて補正された輝点を含むことを特徴とする
画像表示装置、及び
複数の輝点によって画像を形成する画像表示装置において、
所定方向に一定の間隔で規定される基準位置からの各基準位置に対応する輝点の位置ずれ
量及びもしくは位置ずれ方向が不均一であり、少なくとも一つの輝点の光量が補正されて
おり、該輝点の光量の補正によって、視覚上の輝度むらが減少されていることを特徴とす
る画像表示装置である。
【００４０】
【発明の実施の形態】
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以下に図面を参照して、この発明の好適な実施の形態を例示的に詳しく説明する。ただし
、この実施の形態に記載されている構成部品の寸法、材質、形状、その相対配置などは、
特に特定的な記載がない限りは、この発明の範囲をそれらのみに限定する趣旨のものでは
ない。
【００４１】
図１及び図２を参照して、本発明の実施の形態に係る画像表示装置及び画像表示装置の駆
動方法について説明する。図１は本発明の実施の形態に係る画像表示装置の模式的斜視図
であり、図２は図１における輝点の配列の一部を示す平面図である。
【００４２】
図１に示すように、本発明の実施の形態に係る画像表示装置１は、複数の電子放出素子が
配列された電子源２と、電子源２に対向して配置された被照射部材３と、を備える。
【００４３】
被照射部材３は電子源２から放出された電子の衝突により輝点を形成するものであり、各
電子放出素子に対応して各々異なる位置に輝点を形成する。従って、不図示の駆動回路に
よって、形成する画像情報に応じて電子放出を行う電子放出素子を制御することで、画像
情報に対応した位置に輝点を形成することができ、これにより画像形成を行うことが可能
となる。
【００４４】
ここで、電子放出素子から放出された電子は、装置内に形成された電界に従って軌道を形
成する。そして、画像表示装置内に形成する電界は、ここでは一様に形成しているため、
全ての電子放出素子から電子を放出させた場合における、被照射部材３上の輝点の配列は
、電子放出素子の配列に等しくなる。
【００４５】
例えば、図１に示すように電子源２における領域Ｓにおいてマトリックス状に電子放出素
子（の電子放出部）が配列されているとすると、これに対応する被照射部材３上の領域Ｔ
における輝点の配列も同様のマトリックス形状を形成することになる。
【００４６】
つまり、図１に示すように、行方向及び列方向のいずれに対しても等間隔な３行６列に配
列された領域Ｓが存在するとすれば、理想的には、被照射部材３上の領域Ｔにおける輝点
の配列も、行方向及び列方向のいずれに対しても等間隔な３行６列のマトリックス状とな
る。なお、ここでは３×６個の輝点を１つの図に示しているが、これらは同時に光ってい
る輝点である必要はない。順次光る複数の輝点であっても良い。
【００４７】
なお、図１に示す例では、電子放出部ｘｎｙｍから放出された電子は、輝点ＸｎＹｍを形
成する（ｎ＝１～６，ｍ＝１～３）。
【００４８】
しかしながら、電子軌道を偏向させてしまう偏向原因部材４が存在した場合には、輝点の
配列に乱れが生じてしまう。言い換えれば、輝点の位置に誤差が生じてしまう。
【００４９】
つまり、図１及び図２に示すように、偏向原因部材４があると、放出された電子はその影
響を受けて電子軌道に偏向が生じる。実際には、全ての電子放出素子から放出される電子
は、その影響を受けるものと考えられるが、ある程度離れた位置においては、その影響を
無視することができる。
【００５０】
図示の例では、偏向原因部材４に近接する位置における輝点Ｘ３Ｙ１，Ｘ３Ｙ２，Ｘ３Ｙ
３，Ｘ４Ｙ１，Ｘ４Ｙ２，Ｘ４Ｙ３のみが、その影響を受けるとした場合の例を示してお
り、偏向原因部材４がないとしたならば図２の点線位置（基準位置）に輝点を形成するの
に対して、偏向された結果、実線の位置に輝点を形成する。従って、点線で示す位置と実
線で示す位置との距離が間隔誤差となる。この例では、輝点Ｘ３Ｙ１，Ｘ３Ｙ２，Ｘ３Ｙ
３，Ｘ４Ｙ１，Ｘ４Ｙ２，Ｘ４Ｙ３以外の輝点それぞれの基準位置からの位置ずれ量は０
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であり、輝点Ｘ３Ｙ１，Ｘ３Ｙ２，Ｘ３Ｙ３，Ｘ４Ｙ１，Ｘ４Ｙ２，Ｘ４Ｙ３それぞれの
基準位置（点線位置）からの位置ずれ量は０ではない。
【００５１】
偏向原因部材を挟んで隣接する２つの輝点のうちの一方は基準位置から偏向原因部材に向
かう方向に位置ずれしており、もう一方も基準位置から偏向原因部材に向かう方向に位置
ずれしており、その位置ずれ方向が向かい合う方向であるため、偏向原因部材を挟んで隣
接する２つの輝点の間隔が、該２つの輝点の並ぶ方向と略同じ方向で隣接する２つの輝点
であって偏向原因部材を挟まずに隣接する２つの輝点の間隔に比べて特に狭くなってしま
う。
【００５２】
なお、ここで、基準位置は、ほぼ均等な間隔で輝点が並んでいる部分の輝点間隔を基準間
隔に定め、該基準間隔をあけて周期的に位置する点の位置として定めることができる。な
おこの基準間隔は所定の方向のそれぞれに対して定めることができるので、例えばマトリ
クス状の行方向における基準間隔と列方向における基準間隔とは同じにする必要はない。
【００５３】
なお、図２に示す例では偏向原因部材４に近づくような偏向を受けた場合を示しているが
、偏向原因部材４から離れるような偏向を受ける場合もある。
【００５４】
このように、輝点の配列にムラが生じると、形成する画像にもムラが生じることが確認さ
れている。
【００５５】
そこで、本発明の実施の形態では、輝点の配列のムラ（輝点の間隔の不均一、輝点ごとの
位置ずれ量及びもしくは位置ずれ方向の不均一）はそのままでも、光量補正により、見た
目の明るさの分布（主観的な明るさの分布）を等しくさせることにより、画像ムラをなく
す構成としたものである。
【００５６】
より具体的には、複数の輝点群における、隣り合う輝点どうしの間隔に応じて、光量補正
を行うことによって、見た目の明るさの分布を等しくさせるものである。
【００５７】
そして、光量補正は、ある輝点（第１輝点とする）と、これに隣接する輝点（第２輝点と
する）との間隔が、他の輝点どうしの間隔に比べて狭くなっており、該間隔が狭くなって
いる輝点が存在する部分が視覚上明るく見える場合には、第１輝点あるいは第２輝点のう
ちの少なくともいずれか一方の光量を他の輝点における光量に比べて相対的に小さくする
補正を行う。
【００５８】
ある輝点（第１輝点とする）と、これに隣接する輝点（第２輝点とする）との間隔が、他
の輝点どうしの間隔に比べて広くなっており、該間隔が広くなっている輝点が存在する部
分が視覚上暗く見える場合には、第１輝点あるいは第２輝点のうちの少なくともいずれか
一方の光量を他の輝点における光量に比べて相対的に大きくする補正を行う。
【００５９】
なお、複数の輝点群としては、行方向か列方向のいずれかの方向に順に並んだ輝点群を対
象とすればよい。そして、これらの輝点から隣接する輝点どうしの間隔を計測すればよい
。
【００６０】
例えば、図２に示す例において、略直線状に行方向に配列された６個の輝点Ｘ１Ｙ１，Ｘ
２Ｙ１，Ｘ３Ｙ１，Ｘ４Ｙ１，Ｘ５Ｙ１，Ｘ６Ｙ１の輝点群を考える。
【００６１】
すると、上述の通り、輝点Ｘ３Ｙ１と輝点Ｘ４Ｙ１との間隔が他の輝点どうしの間隔に比
べて狭くなっている。そこで、これら輝点Ｘ３Ｙ１あるいは輝点Ｘ４Ｙ１のうちの少なく
ともいずれか一方の光量を、相対的に小さくする補正を行うことによって、見た目の明る
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さの分布を等しくすることが可能となる。
【００６２】
ここで、ある輝点（補正対象輝点）の光量が小さくなっているように補正される、もしく
は大きくなっているように補正されるとは、補正対象輝点と該補正を受けないかもしくは
該補正の程度がより少ない輝点とに対して同じ光量を要求する信号が外部から与えられた
ときに、補正対象輝点の光量の方が該補正を受けないかもしくは該補正の程度がより少な
い輝点の光量より小さくなるように補正されること、もしくは大きくなるように補正され
ることを言う。すなわち本願発明においては、外部から入力される画像信号が異なる輝点
に対して同じ光量を要求する場合であっても、輝点の間隔に不均一があって視覚上の輝度
むらを生じる場合には、輝点の光量を異ならせて視覚上のむらを低減する。
【００６３】
なお、対象輝点群は被照射部材３における任意の位置に設定できるが、特に輝点の間隔の
差が問題にならない位置においては輝点の光量の補正を行う必要はない。また輝点間隔の
不均一による視覚上のむらが確認できる領域の全てにおいて補正を行う必要はなく、所望
の領域のみで補正を行っても良い。従って、本発明の実施の形態は、複数の輝点のうちの
、少なくとも１箇所の輝点群に適用されるものである。
【００６４】
また、図２に示すように、偏向原因部材４が所定方向（図２では列方向と平行な方向）に
伸びる配置関係にあって、該所定方向に並んだ各電子放出素子と偏向原因部材との距離が
等しい場合であり、輝点Ｘ３Ｙ１，Ｘ３Ｙ２，Ｘ３Ｙ３の偏向量、及び、輝点Ｘ４Ｙ１，
Ｘ４Ｙ２，Ｘ４Ｙ３の偏向量はそれぞれ等しいのであれば、光量補正は該所定方向に並ん
だ電子放出素子に対して一様に行えばよい。
【００６５】
従って、図２に示す構成の場合には、例えば、各列ごとの光量積算値あるいはその平均値
と、そのピーク値の配置ばらつきを計測して、その間隔誤差に応じた補正量により、列方
向全体に光量補正をかければよい。なおここでは一直線上に各輝点が位置する例を挙げて
いるが、輝点の位置は一直線上に正確に存在する必要はない。一直線上からのずれがあっ
ても仮想的な一直線（所定方向に延びる直線）上に各輝点位置の射影をとり、その間隔に
不均一がある場合、もしくは該一直線上に想定した各基準位置からの位置ずれに不均一が
ある場合には本願発明を適用できる。
【００６６】
ここで、上述の電子放出素子は、電圧を印加することによって電子を放出するものを好適
に採用できる。この電圧は異なる２つの電位間の電位差として与えられる。具体的には、
２つの電位は２つの配線によりそれぞれ与えられる。なお、この２つの配線は、同一の基
板上に形成されるものが特に好適であるが、それぞれが異なる基板上に設けられていても
よい。
【００６７】
また、このような電子放出素子としては様々なものが知られている。
【００６８】
例えば表面伝導型電子放出素子や、電界放出型電子放出素子や、ＭＩＭ型電子放出素子な
どである。なお、ここでいう電子放出素子は、ひとつの電子放出素子が一つの電子放出部
を持つものに限るものではない。例えばゲート電極とコーン状のエミッタ電極とを有する
、いわゆるスピント型の電界放出型電子放出素子を用いる構成として、ひとつの電子放出
素子が複数のコーン状のエミッタ電極を有する構成とするものも知られている。
【００６９】
また、上述したひとつの電子放出素子に対応する輝点とは、ひとつの電子放出素子から放
出される電子の照射によりできる輝点であり、所定の形状を有する。
【００７０】
ここではその形状を次のようにして定めるものとする。
【００７１】
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すなわち、形状を定める対象の電子放出素子から電子を放出させる。このとき他の電子放
出素子からは電子を放出させないようにするか、もしくは、そこからの電子による発光を
目視で確認できる程度以上の電子が被照射部材に到達しないようにしておく。
【００７２】
そして、対象となる電子放出素子からの電子により形成される輝点を規定する際の駆動条
件は、この画像表示装置において画像形成を行うときの標準駆動条件とする。
【００７３】
ここで標準駆動条件における変調条件は、画像形成のための変調を電子放出素子の駆動状
態のオンオフの切替のみで行う場合（パルス幅変調の場合を含む）には、電子放出素子を
オンにする条件となり、３値以上の波高値変調を伴う変調を行う場合には、最低階調（０
階調）と最高階調の中間の階調を得るための条件となる。
【００７４】
また、変調を電子放出素子そのものの電子放出状態の制御ではなく、グリッド電極など電
子の飛翔状態を変調する変調手段を用いて放出された電子の飛翔状態を制御することによ
り行う構成においては、画像形成のための変調をオンオフの切替のみで行う場合（パルス
幅変調の場合を含む）は、変調手段をオン状態にする条件であり、３値以上の波高値変調
を伴う変調を行う場合は、最低階調（０階調）と最高階調の中間の階調を得るための条件
である。
【００７５】
そして、この状態で、対象となる電子放出素子からの電子により発光している部分を含む
領域を拡大してＣＣＤカメラによって撮像する。それにより得られたデータから、対象と
なる電子放出素子の駆動条件をオフにした以外は同じ条件で撮像して得られたデータをバ
ックグラウンドとして引く。これにより得られた形状を輝点形状とする。
【００７６】
実際の画像表示の場合には、各素子が形成する輝点は一部重なる場合もあるが、その場合
でも上記方法によれば各素子毎の輝点形状を決定できる。なお、画像表示装置の被照射部
材の近傍には例えばブラックストライプやブラックマトリックスのような構造物が配置さ
れる場合があり、該構造物によって輝点の形状が欠けた状態になる場合がある。その場合
であっても上記条件で決定したものを輝点の形状とする。黒色部材（ブラックストライプ
やブラックマトリクス）などの部材によって輝点の一部が欠ける場合には、輝点の位置ず
れによる視覚上の輝度むらが問題になるとともに、輝点の位置ずれに付随して発生する輝
点の欠けによる輝度むらも問題になる。よって本願発明を特に好適に適用できる。
【００７７】
また、上述した輝点の光量とは、上記条件により決定された形状内の輝度を面積積分し、
更に、輝点を形成する電子放出素子が一枚の画像を形成するために電子を放出する機会と
して与えられる一期間（一般的な画像形成においてはいわゆる一走査期間が相当する。例
えばマトリックス状に配置した電子放出素子をライン毎に選択し、選択されたライン上の
各素子を同時に駆動する線順次走査においては一ライン選択期間でよい）で時間積分した
値であり、ここではＣＣＤカメラを用いて計測している。
【００７８】
この光量は、被照射部材への単位時間あたりの電子到達量や前記一期間内で電子が被照射
部材へ到達している時間の長さを制御することにより制御することができる。
【００７９】
具体的には、例えば電子放出素子からの単位時間あたりの電子放出量や前記一期間内での
電子放出時間を制御することや、グリッド電極を通過する単位時間当たりの電子量や前記
一期間内での電子通過時間を制御することにより制御することができる。
【００８０】
すなわち輝点に対応する電子放出素子から被照射部材への電子の到達条件（例えば電子放
出素子の駆動条件や、グリッド電極の電子通過条件）を補正して、該輝点の光量を補正す
ることができる。
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【００８１】
なお、前記到達条件の補正としては、単位時間あたりの電子到達（放出、通過）量を補正
するもの、具体的には、電子放出素子やグリッド電極に印加する電圧（もしくは電流）の
大きさを補正するものや、前記一期間内での電子到達（放出、通過）時間を補正するもの
、電子放出素子に電子を放出するために印加する電圧やグリッド電極を電子通過状態にす
るために印加する電位の印加時間（パルス幅）を補正するものが採用できる。
【００８２】
また、上述した、輝点の間隔とは、先に述べた方法により輝点の形状を規定した上で、各
輝点形状の重心（輝点の形状内に一様な重量分布が存在するとした場合の重心となる位置
）を求め、その重心の間隔をもって輝点の間隔とする。輝点の位置は該重心の位置となる
。
【００８３】
本願発明者は、輝点の間隔と視覚上の明るさの間に相関があることを見出し、更にその上
で、複数の輝点の間隔を均一にしなくても視覚上の明るさの差を抑制できる方法を模索し
、輝点の間隔に応じた補正を行うことを特徴とする発明に至ったわけであるが、更にここ
で、本願発明者は本願発明を好適に実施するために鋭意検討を行い以下の知見を得ている
。この検討は６個の互いに隣接する輝点を対象に行ったものである。
【００８４】
６個の輝点を端から順に第１の輝点、第２の輝点、第３の輝点、第４の輝点、第５の輝点
、第６の輝点とする。一方、それぞれの輝点を形成する電子を放出する電子放出素子はそ
れぞれ第１の電子放出素子、第２の電子放出素子、第３の電子放出素子、第４の電子放出
素子、第５の電子放出素子、第６の電子放出素子とする。ここで第１乃至第６の電子放出
素子それぞれは均等な間隔で順に配置されている。
【００８５】
このとき、第３と第４の輝点の間隔が、第１の輝点と第２の輝点の間隔、第２の輝点と第
３の輝点の間隔、第３の輝点と第４の輝点の間隔、第４の輝点と第５の輝点の間隔、及び
第５の輝点と第６の輝点の間隔である隣接輝点間隔のうち最も小さい場合、この状態で、
同じ光量を発生するように６個の輝点を形成したものを目視すると、先に述べた最も小さ
い間隔を有する第３と第４の輝点の部分が視覚上明るく見えた。
【００８６】
ここで、第３の輝点と第４の輝点の光量を小さくする補正を行うと、輝点の間隔は均一で
ないにもかかわらず視覚上の明るさの差が緩和された。なお、第３の輝点と第４の輝点の
うちの一方のみの光量を小さくする補正を行っても視覚上の明るさの差は抑制される。
【００８７】
また、第３と第４の輝点の間隔が、第１の輝点と第２の輝点の間隔、第２の輝点と第３の
輝点の間隔、第３の輝点と第４の輝点の間隔、第４の輝点と第５の輝点の間隔、及び第５
の輝点と第６の輝点の間隔である隣接輝点間隔のうち最も大きい場合、この状態で、同じ
光量を発生するように６個の輝点を形成したものを目視すると、先に述べた最も大きい間
隔を有する第３と第４の輝点の部分が視覚上暗く見えた。
【００８８】
ここで、第３の輝点と第４の輝点の光量を大きくする補正を行うと、輝点の間隔は均一で
ないにもかかわらず視覚上の明るさの差が緩和された。なお、第３の輝点と第４の輝点の
うちの一方のみの光量を大きくする補正を行っても視覚上の明るさの差は抑制される。
【００８９】
なお、ここで、複数の発光色で発光する被照射部材を用いる場合は、対象輝点群として、
同じ色で発光する輝点を対象にして補正が必要な輝点を定め、また補正量を定めるように
すると好適である。各色毎に視覚上の輝度むらの評価を行い、補正が必要な輝点を定め、
また補正量を定めるようにすればよい。
【００９０】
例えば、赤、緑、青（Ｒ，Ｇ，Ｂ）でそれぞれ発光する蛍光体を用いる場合、前記列方向
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に赤、緑、青（もしくは赤、青、緑）で発光する蛍光体を順に並べて配置し、行方向には
同じ色で発光する蛍光体が並ぶように配置する構成においては、行方向に並ぶ同じ色で発
光する蛍光体がそれぞれ形成する輝点が対象輝点群である場合に特に好適に本願にかかわ
る発明の実施の形態を適用できる。ただし、色毎の区別をすることなく視覚上の輝度むら
の評価を行っても良い。この場合はあらかじめ各色毎の輝度差のバランスを取った上で視
覚上の輝度むらの評価を行うと良い。
【００９１】
また、上述した偏向原因部材４には種々の部材が考えられるが、特に、大気圧による耐圧
性を備えるために、電子源２と被照射部材３との間の間隔を維持するためのスペーサの場
合が考えられる。
【００９２】
偏向原因部材４の一例として、スペーサが設けられているとすると、スペーサが帯電する
ことによって、電子の軌道は偏向される。
【００９３】
すべての電子放出素子から放出される電子がすべて同じ影響を受けるようにスペーサなど
の構造部材を設ければ、その影響差による画質への影響はなくなる。しかし、実際には、
スペーサなどの構造部材は、それが与える影響がすべての電子放出素子が放出する電子に
対して同じになるようには配置しにくい場合が多い。
【００９４】
その場合、スペーサなどの構造部材を、その存在による電子軌道への影響が、一部の電子
放出素子が放出する電子に対してはより大きくなるような状態で配置することになる。
【００９５】
具体的には、複数の電子放出素子が配置されている状態において、隣接する電子放出素子
間である隣接電子放出素子間に例えばスペーサを配置する構成とする。この場合に、複数
の前記隣接電子放出素子間の一部にのみスペーサを配置する構成となる。
【００９６】
この場合、スペーサへの電子放出素子の近接の程度により各電子放出素子が放出する電子
の軌道への影響の度合いが異なる。例えば、後述するように、電子放出素子が放出する電
子により形成される輝点の重心位置がスペーサなどの構造物の存在により変化したりする
。
【００９７】
よって、スペーサなどの構造物が、各電子放出素子が放出する電子の軌道に与える影響が
それぞれ異なると、各電子放出素子が放出する電子が形成する輝点の重心位置が不均一に
なり得る。
【００９８】
これに対して、上記した本実施の形態によれば、輝点の間隔をそろえなくても視覚上の明
るさの差を抑制できる。
【００９９】
なお、電子源２と被照射部材３の間の間隔を維持するスペーサは様々な構成をとり得る。
必ずしも電子源２と被照射部材３それぞれに当接して直接それらの間隔を維持するもので
ある必要はなく、例えば電子源２と被照射部材３の間に他の部材、例えばグリッド電極な
ど、を有する場合は、この他の部材と電子源の間、もしくは他の部材と被照射部材の間に
位置するものであってもよい。
【０１００】
また、上述した複数の電子放出素子の配置の形態としては、様々な形態を採用できる。
【０１０１】
例えば、前述のようにスペーサなどの構造物を隣接電子放出素子間の一部にのみ設ける場
合は、スペーサなどの構造物を間に有する隣接電子放出素子間の間隔である第１の間隔と
、スペーサなどの構造物を間に有さない隣接電子放出素子間の間隔である第２の間隔を異
ならせてもよい。
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【０１０２】
しかしながら第１の間隔と第２の間隔は概略同じにすることが望ましい。本実施の形態に
よればそれらの電子放出素子の間隔が同じであっても、また更には、電子放出素子の間隔
が同じであってかつ輝点の間隔が不均一であっても、好適に視覚上の明るさの差を抑制す
ることができる。
【０１０３】
また、上述した不図示の駆動回路は、例えば、マトリックス状に配列された複数の電子放
出素子から、被照射部材３への電子の到達条件を制御可能なものを好適に用いることがで
きる。
【０１０４】
ここで、マトリックス状とは、行方向と列方向に配列されていることをいい、行方向と列
方向とは互いに非並行な、特に好適には互いに略直交する方向であることを意味する。
【０１０５】
そして、電子の被照射部材３への到達条件としては、具体的には電子の被照射部材３への
到達量や被照射部材３へ入力される電子のエネルギーを挙げることができる。
【０１０６】
これらの電子放出素子から被照射部材３への電子の到達条件を制御する構成としては、マ
トリックス制御が採用できる。すなわち、複数の行のうちのひとつの行を選択し、列方向
からの制御により被照射部材３への電子の到達条件を制御する構成である。被照射部材３
への電子の到達条件を制御する構成としては、例えば電子の放出状態そのものを制御する
構成や、放出された電子の飛翔状態を制御するものがある。
【０１０７】
具体的には、複数の行のうちのひとつの行を選択して、該行に並んでいる複数の電子放出
素子を列方向からの制御により駆動可能な状態にし、他の行に並んでいる複数の素子は列
方向からの前記制御によっては駆動されない状態にし、列方向からの前記制御を行うこと
によって各電子放出素子を独立に駆動することができる。
【０１０８】
この場合の駆動回路の構成としては、前記複数の行を順次選択する第１回路と、選択され
た行に属する電子放出素子に列方向から電子の放出を制御する信号を与える第２回路を有
する構成を好適に採用できる。
【０１０９】
更に具体的には、行方向に並んだ複数の電子放出素子はひとつの行方向配線に接続され、
列方向に並んだ複数の電子放出素子はひとつの列方向配線に接続されるものとして、第１
回路は行方向配線に接続され、第２回路は列方向配線に接続されていればよい。
【０１１０】
また、他の構成としては、複数の行のうちのひとつの行を選択し、該行に並んでいる複数
の電子放出素子から電子を放出させ、他の行に並んでいる複数の素子からは電子を放出さ
せないようにし、選択された行に並んでいる素子から放出された電子の被照射部材への到
達条件を列方向からの制御により制御する構成を採用できる。
【０１１１】
この場合の駆動回路の構成としては、前記複数の行を順次選択して選択された行に属する
電子放出素子から電子を放出させる第１回路と、選択された行に属する電子放出素子から
放出される電子の飛翔を制御する信号を列方向から与える第２回路を有する構成を好適に
採用できる。
【０１１２】
更に具体的には、行方向に並んだ複数の電子放出素子は電子放出のための電圧となる電位
差を与えるための一組の配線に接続され、第１回路は該配線に接続され、第２回路は前記
列方向に沿って設けられる電子の飛翔を制御する電極、例えば開口を有しており該開口に
おける電子の通過を制御する電極に接続されていればよい。
【０１１３】
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また、上述した光量の補正を行うに際し、補正の程度を調整する手段を設けると好適であ
る。
【０１１４】
このような調整手段を設ければ、製造者や販売者や使用者が所望の状態が得られるように
補正を行うことができる。
【０１１５】
なお、これまでの説明において、輝点の光量の補正として、その光量を小さくする、もし
くは大きくする、ということを述べてきたが、この補正は相対的なものである。従って、
例えば対象となる輝点の光量を小さくする補正とは、対象となる輝点そのものの光量を小
さくする場合と、対象以外の輝点の光量を大きくすることによって、相対的に対象となる
輝点の光量を小さくすることが含まれる。
【０１１６】
また、この補正は、先にも述べたように、補正処理を行う前の原信号が、当該輝点と、該
補正を受けないかもしくは該補正の程度のより少ない他の輝点に対して同じ光量を要求す
るものであるときに、当該輝点の光量と他の輝点との光量を異ならしめるようなものであ
り、例えば、当該輝点を形成するための駆動条件を補正することによって行うことができ
る。
【０１１７】
この補正としては、例えば、原信号が当該輝点を形成する電子を放出する電子放出素子を
所定の階調で駆動することを要求する信号である場合に、この補正により、該所定の階調
を、所定数もしくは所定割合で補正する（例えば光量を小さくするために、原信号が要求
する階調から１を引いた階調で駆動したり、原信号が要求する階調を１パーセント減じ（
て四捨五入し）た階調で駆動したりする）構成を好適に採用できる。
【０１１８】
この補正方法を用いれば、補正処理を行う前の原信号が当該輝点と他の輝点とに異なる輝
度を要求するものである場合にも、当該輝点の補正を同様に行うことができる。
【０１１９】
また、これまで説明した電子放出素子としては、冷陰極型の電子放出素子を好適に採用で
きる。そして、冷陰極が一対の電極間に電圧を印加することにより電子を放出する電子放
出素子であると特に好適である。
【０１２０】
一対の電極間に電圧を印加することにより電子を放出する電子放出素子としては、先にも
述べたように、例えばエミッタコーンとゲート電極とを一対の電極として有するスピント
型の電界放出素子や、電極間に抵抗の高い層を挟んだＭＩＭ型電子放出素子や、表面伝導
型放出素子を好適に用いることができる。
【０１２１】
特に、スペーサなどの偏向原因部材が電子源（を構成する基板）の面内方向に長手方向を
有する例えば板状のものである場合で、かつ一対の電極間に電圧を印加することにより電
子を放出する電子放出素子を用いる場合などで、該一対の電極間の電圧により電子放出素
子が形成されている面の面内方向の偏向を電子が受ける場合（同一平面上に該１対の電極
を有する構成の場合などであり、例えば表面伝導型電子放出素子や横型ＦＥ素子が知られ
ている）は、該一対の電極間の電圧の向きを、偏向原因部材の長手方向の法線方向と非平
行にすると良く、特には、前記一対の電極間の電圧の向きを偏向原因部材の長手方向と平
行にすると好適である。
【０１２２】
また、以上述べた本発明の実施の形態に係る画像表示装置は、電子源と被照射部材とがそ
れぞれ互いに並行な基板に形成されている構成において特に好適に適用出来る。
【０１２３】
また、特には、画面のサイズが５型（画像を形成する領域の対角サイズが５インチ）以上
の電子源基板と被照射部材基板を有するものであるときに特に好適である。
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【０１２４】
また、電子源と被照射部材の間隔が１ｃｍ以下の構成において特に好適に適用出来る。
【０１２５】
また、放出された電子を加速する電圧として、５ｋＶ以上の電圧が電子放出素子と加速電
極の間に印加される構成において好適に適用出来る。加速電極は、電子が照射されること
により発光する蛍光体に近接して設けられるものであるとよい。蛍光体が加速電極を兼ね
るようにしても良い。
【０１２６】
また、電子源としては、電子放出素子を行方向に２４０個以上、列方向に２４０個以上有
するものが好適であり、３原色を用いて画像形成する構成の場合は、２４０×２４０×３
個以上有するものが好適である。
【０１２７】
【実施例】
次にこれまで説明した実施の形態に基づいて、より具体的に構成した実施例について説明
する。
【０１２８】
以下に説明する実施例においては、行方向に２４０個の電子放出素子を配置し、列方向に
は赤に対応する電子放出素子と緑に対応する電子放出素子と青に対応する電子放出する素
子の組を２４０組（電子放出素子は７２０個）配置した構成を示す。
【０１２９】
（実施例１）
図３及び図４を参照して本発明の実施例１に係わる画像表示装置について説明する。図３
は本発明の実施例１に係わる画像表示装置の模式的斜視図（ただし、理解を容易にするた
めに、一部の部品（ガラス基板等）を持ち上げた状態を示す）であり、図４は画像表示装
置に備えられる電子源の一部平面図である。
【０１３０】
本実施例においては、電子源に備えられる、電子放出部を有する電子放出素子として、表
面伝導型放出素子を採用している。
【０１３１】
図３に示すように、本実施例では、電子源基板１０００１上に表面伝導型の電子放出素子
１００１を７２０個、行方向に配置して行方向配線１００３に共通に接続すると共に、２
４０個を列方向に配置して列方向配線１００２に共通に接続してマトリックス接続してい
る。
【０１３２】
駆動回路は、行方向配線が接続される走査回路１００４（第１回路）と列方向配線が接続
される変調回路１００５（第２回路）で構成されている。
【０１３３】
また、電子源基板１０００１に対向した位置には、ガラス基板１０００２と、このガラス
基板１０００２上に形成した被照射部材としての蛍光体１０００３と、更にその上にメタ
ルバック１０００４と、を設けている。
【０１３４】
電子源基板１０００１と蛍光体１０００３との間には、偏向原因部材としてのスペーサ１
００６を有しており、スペーサ１００６は一部の行方向配線上に設けている。
【０１３５】
そして、列方向における電子放出素子１００１の間隔は一様であり、行方向においても、
スペーサ１００６を間に挟んで隣接する電子放出素子１００１間の間隔とスペーサ１００
６を間に挟まずに隣接する電子放出素子１００１間の間隔も同じである。
【０１３６】
なお、選択された行方向配線には選択信号（選択電位）として－６．５ボルト（非選択行
配線にはグランド電位＝０ボルト）を与え、列方向配線には変調信号（ここではパルス幅
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変調信号）を与える構成とし、列方向配線に印加するオン電位としては＋６．５ボルト、
列方向配線のオフ電位としてはグランド電位を採用した。
【０１３７】
図４は電子源基板１０００１上の電子放出素子１００１付近の拡大図を示している。
【０１３８】
列方向配線１００２上に絶縁層１００３Ｚが積層され、更にその上に行方向配線１００３
が積層されている。列方向配線１００２には電子放出素子を形成する素子電極１００１Ｂ
が接続され、行方向配線１００３には電子放出素子を形成する素子電極１００１Ａが接続
され、素子電極１００１Ａと素子電極１００１Ｂとの間に電子放出部１００１Ｄが形成さ
れている。
【０１３９】
また、上述した蛍光体１０００３の表面にはアルミニウムから成るメタルバック１０００
４を設けており、これを加速電極として、本実施例では６ｋＶを印加する構成とした。
【０１４０】
また、電子源基板１０００１と蛍光体１０００３との間隔は２ｍｍとした。
【０１４１】
次に、スペーサについて図９を参照して説明する。図９は本発明の実施例１に係わる画像
表示装置に備えられるスペーサの模式的斜視図である。
【０１４２】
スペーサ１００６は行方向配線１００３とメタルバック１０００４に電気的に接続するも
のとし、表面に酸化クロムの導電性膜７００２を設け、行方向配線とメタルバック１００
０４に当接する部分にはプラチナ電極７００３を形成した。
【０１４３】
また、導電性膜７００２はスパッタ法によりスペーサ母材７００１上に形成した。また、
行方向配線１００３とメタルバック１０００４に当接するプラチナ電極７００３もスパッ
タ法で形成した。
【０１４４】
このプラチナ電極７００３は行方向配線１００３とメタルバック１０００４に当接する面
のみでなく、真空雰囲気に露出するスペーサ側面（電子軌道に面する面）にも回りこむよ
うに形成した。
【０１４５】
この画像表示装置において、一様な標準駆動条件をすべての電子放出素子に順次与えて全
面を発光させたとき、視覚的にはスペーサが位置する部分が明るく見えた（以降線状輝度
むらと呼ぶ）。
【０１４６】
そこで、スペーサ１００６を含む領域における６個の輝点の重心位置を先に述べた方法に
より観測した。その結果を図５に示す。
【０１４７】
図５において、ｄ１からｄ６は６個の電子放出素子それぞれの電子放出部１００１Ｄの配
置関係を模式的に示したものであり、それぞれの間隔Ｐ１２、Ｐ２３、Ｐ３４、Ｐ４５、
Ｐ５６は均等である。
【０１４８】
一方、Ｓ１からＳ６はそれぞれの電子放出素子が形成する輝点の重心位置の配置関係を示
したものである。
【０１４９】
本実施例の構成においては、隣接輝点間の間隔ＰＳ１２、ＰＳ２３、ＰＳ３４、ＰＳ４５
、ＰＳ５６が異なっており、特にＰＳ３４が他の間隔と比べて顕著に小さくなっていた。
【０１５０】
そこで、本実施例においては、輝点Ｓ３と輝点Ｓ４を形成する電子を放出する電子放出素
子の駆動条件を補正した。具体的には、その電子放出素子に電子放出のために印加するパ
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ルス幅変調信号の長さを４０パーセント短くする補正を行った。
【０１５１】
この構成によって、スペーサ近傍に見えていた明線（明るい部分）を抑制することができ
た。
【０１５２】
ここで、光量補正を実現する駆動回路の一例を、図６を参照して説明する。図６は本発明
の実施例１に係わる画像表示装置における駆動回路を含むブロック図である。
【０１５３】
図６中、１０１は表面伝導型放出素子を用いた画像表示パネルで、行方向配線１００３に
それぞれ接続される端子Ｄｘ１からＤｘｍおよび列方向配線１００２にそれぞれ接続され
るＤｙ１からＤｙｎを介して外部の電気回路と接続されている。
【０１５４】
また、画像表示パネル１０１上の高圧端子Ｄａは外部の高圧電源Ｖａに接続され放出電子
を加速する電位が印加されるようになっている。このうち端子Ｄｘ１からＤｘｍには前述
のパネル内に設けられているマルチ電子ビーム源にマトリックス配線された表面伝導型放
出素子群を１行ずつ順次駆動してゆくための走査信号が印加される。
【０１５５】
一方、端子Ｄｙ１からＤｙｎには上述した走査信号により選択された一行の表面伝導型放
出素子における各素子の出力電子ビームを制御する為の変調信号が印加される。
【０１５６】
次に、走査回路１００４について説明する。
【０１５７】
走査回路１００４は、内部に各行配線に対応して２４０個のスイッチング素子を備えるも
ので、各スイッチング素子は、選択電圧Ｖｓと非選択電圧Ｖｎｓのいずれか一方を選択し
、表示パネル１０１の端子Ｄｘ１～Ｄｘ２４０と電気的に接続するものである。
【０１５８】
このとき、選択電位Ｖｓおよび非選択電位Ｖｎｓは、外部電源から供給される。各スイッ
チング素子は、タイミング信号発生回路１０４が出力する走査スタート信号および走査ク
ロックに基づいて動作するものであるが、実際にはたとえばＦＥＴのようなスイッチング
素子を組み合わせる事により容易に構成する事が可能である。
【０１５９】
次に、画像信号の流れについて説明する。入力されたコンポジット画像信号をデコーダ１
０３で３原色（ＲＧＢ）の輝度信号及び水平、垂直同期信号（ＨＳＹＮＣ，ＶＳＹＮＣ）
に分離する。タイミング信号発生回路１０４ではＨＳＹＮＣ，ＶＳＹＮＣ信号に同期した
、サンプリングクロック、走査スタート信号、走査クロック、パルス幅クロックなどの各
種タイミング信号を発生させる。ＲＧＢ輝度信号はＳ／Ｈ回路１０５においてタイミング
信号発生回路１０４が発生するサンプリングクロックでサンプリングされ保持される。
【０１６０】
保持された信号は逆γ変換回路２００で逆γ変換される。本例ではパルス幅変調を行って
おり、階調特性は略リニアである。入力されるテレビ信号はＣＲＴの階調特性を補正した
信号であるため、本実施例では該γ補正を復元する逆γ変換を行っている。
【０１６１】
また、図中２０１はカウンタであり、タイミング信号発生回路１０４が発する各種タイミ
ング信号を受け、駆動を行う行を表す信号を発生し、ＬＵＴ２０２に与える。ＬＵＴ２０
２はメモリであって、上述した光量補正を行うための補正回路を構成している。
【０１６２】
ＬＵＴ２０２には前記の補正値（スペーサに最近接の行の電子放出素子を駆動する際には
階調値を４０パーセント小さくする）がメモリされており、カウンタ２０１から入力され
た行に対応する補正値を乗算器２０３に出力する。乗算器２０３では画像信号と補正値が
乗算され、補正された画像信号が出力される。本例では線状輝度むらを、画像信号を変え
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ることにより補正する。
【０１６３】
補正された信号はシリアルパラレル（Ｓ／Ｐ）変換回路１０６で画像形成パネルの各蛍光
体の並びに対応した順番に並んだパラレル信号に変換される。
【０１６４】
続いてパルス幅変調回路１０７で画像信号強度に対応したパルス幅を持つパルスが生成さ
れる。電圧駆動回路１００８では所定の電位（＋６．５ボルト）をパルス幅の期間出力す
る。表示パネルの電子放出素子は、前記の走査回路１００４から出力される信号と、電圧
駆動回路１００８の信号により単純マトリックス駆動される。
【０１６５】
本例では、画像信号に補正値を乗じる方法を示したが、これに限るものではない。また、
他の補正、例えば本実施例における逆ガンマ変換と合わせて行うことも可能である。その
場合、他の補正を行う補正回路と本願発明に直接かかわる輝点間隔対応輝度補正を行うた
めの補正回路を共通化すると好適である。例えば逆ガンマ変換とあわせて行う場合は、逆
γ変換テーブルを、輝点間隔対応補正データを含むものとする。
【０１６６】
また、画像信号を変える方法でなくても補正値通りの輝度が出れば別の方法でもよい。
【０１６７】
以上の補正を行うことにより、視覚上の明るさの差が緩和され、スペーサ近傍における明
線が目立たなくなった。
【０１６８】
（実施例２）
本実施例では、スペーサの構成を異なるものとした以外は実施例１と同じである。
【０１６９】
実施例１では、上述の通り、スペーサの行方向配線に当接する端面とメタルバックに当接
する端面の両方のプラチナ電極を側面にまで回りこむものとしていた。
【０１７０】
これに対し、本実施例では行方向配線に当接する端面及びメタルバックに当接するに形成
したプラチナ電極は、端面のみに形成するものとし、側面への回り込み部分がないものと
した。
【０１７１】
この構成で標準条件による画像形成を行ったところ、視覚的にはスペーサが位置する部分
が暗く見えた。なお、本実施例でもスペーサは行方向に伸びているので、その部分に暗線
が見られるような表示状態であった。
【０１７２】
ここで、スペーサ１００６を含む領域の輝点の重心を先に述べた方法により観測した。そ
の結果を図７に示す。
【０１７３】
図７において、ｄ１からｄ６は６個の電子放出素子それぞれの電子放出部１００１Ｄの配
置関係を模式的に示したものであり、それぞれの間隔Ｐ１２、Ｐ２３、Ｐ３４、Ｐ４５、
Ｐ５６は均等である。
【０１７４】
一方、Ｓ１からＳ６はそれぞれの電子放出素子が形成する輝点の重心位置の配置関係を示
したものである。
【０１７５】
本実施例の構成においては、各輝点間の間隔ＰＳ１２、ＰＳ２３、ＰＳ３４、ＰＳ４５、
ＰＳ５６が異なっており、特にＰＳ３４が他の間隔と比べて顕著に大きくなっていた。
【０１７６】
そこで、本実施例においては、輝点Ｓ３とＳ４を形成する電子を放出する電子放出素子の
駆動条件を補正した。具体的には、その電子放出素子に電子放出のために印加するパルス
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幅変調信号の長さを相対的に４０パーセント長くする補正を行った。具体的には他の電子
放出素子に印加するパルス幅変調信号の長さを所定割合で短くするようにした。
【０１７７】
この構成によって、スペーサ近傍に見えていた暗線（暗い部分）を抑制することができた
。
【０１７８】
（実施例３）
上記実施例１、２で述べた方法は、種々の変形態様を持つ。例えば、電子源基板と蛍光体
の間隔方向に長手方向をもつ柱状スペーサを用いた場合であっても本願発明を好適に採用
できる。その場合の構成を図８に示す。図８は本発明の実施例３に係わる画像表示装置の
模式的斜視図である。
【０１７９】
図８の構成は図３で用いているスペーサ１００６に代えて、柱状スペーサ６００１を用い
ている。
【０１８０】
この構成においてもスペーサ６００１に最近接の電子放出素子が放出する電子の軌道と該
電子放出素子よりもスペーサ６００１との距離が大きい電子放出素子が放出する電子の軌
道に対するスペーサの影響は異なる。この構成においても実施例１もしくは２に記載の方
法により輝度むらを抑制することができる。
【０１８１】
ただし、実施例１，２では同じ行配線に接続される電子放出素子に対する補正値は同じ値
でよかったのに対して、この実施例では同じ行配線に接続される電子放出素子であっても
それぞれが最も近いスペーサとの距離が異なる。
【０１８２】
よって、同じ行配線に接続される電子放出素子それぞれにおいて補正が必要であるか否か
、どの程度の補正が必要かを決定し、補正値メモリであるＬＵＴ２０２に記憶させておく
必要がある。
【０１８３】
以上例を挙げて本願にかかわる発明を説明してきたが、本願発明を実現する具体的な回路
構成としては図６に記載の構成に限るものではない。
【０１８４】
以下の複数の形態は上述の各実施例と組み合わせて用いることが出来るものである。特に
スペーサによる電子軌道への影響を鑑みると、そのスペーサの配置形態に対応して好適な
回路構成を選択することが出来る。
【０１８５】
以下具体的な説明を行う。
【０１８６】
（実施例４）
図１０に本実施例の制御回路を含む構成を示す。図６と同等の機能を有する部分には同じ
符号を付している。
【０１８７】
図６に示した構成においては、階調表示のためにパルス幅変調を行う構成において、本願
発明にかかわる光量補正をパルス幅を決定する信号を補正することによって行った。本構
成においては、階調表示をパルス幅変調により行う構成とし、光量補正はパルス幅変調信
号の波高値を調整することにより行う。
【０１８８】
本構成においては、パルス幅変調回路１０７において、輝点の間隔による視覚上の輝度む
らを補正するための補正が行われていないパルス幅変調信号を生成する。
【０１８９】
本実施例における電圧駆動回路１００８は、内部にシフトレジスタを持ち、制御回路１０
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０１０から入力される各列方向配線に対応した駆動条件を、タイミング信号発生回路１０
４から出力されるサンプリングクロックで順次シフトすることにより、全ての列の列方向
配線の駆動条件を保持する。そして、列毎に保持した駆動条件に対応する駆動電位をＶｄ
ａ～ｃの中から選択する。条件ａの場合はＶｄａが、条件ｂの場合はＶｄｂが、条件ｃの
場合はＶｄｃが選択される。そして、タイミング信号発生回路１０４から出力されるパル
ス幅クロックにより、パルス幅変調回路１０７から出力されたパルスの期間だけ、選択さ
れた駆動電位を表示パネルの端子Ｄｙ１ないしＤｙ７２０を通じて表示パネル１０１内の
表面伝導型放出素子に印加する。
【０１９０】
制御回路１００１０は、タイミング信号発生回路１０４が発する各種タイミング信号を受
け、駆動を行う素子に対応した駆動条件を発生し、電圧駆動回路１００８に与える。図１
１は、本実施例の表示パネル内のスペーサ配置の例を示す平面図であり、スペーサに最も
近い素子を領域ａ、２番目に近い素子を領域ｂ、それ以外の素子を領域ｃとして示してあ
る。同図（Ａ）では、スペーサ１００６が行方向配線にそって隙間無く配置されている。
なお、同図においてはスペーサは３行分のみ示してあるが、これは図示の簡略化のためで
あり、画像表示装置の耐大気圧性を得るための適当な枚数を配置する。
【０１９１】
制御回路１００１０の構成例を図１２に示す。図１２（Ａ）は、図１１（Ａ）のように、
スペーサが行方向配線にそって隙間無く配置されて、かつその行間隔が等しい場合に好適
に対応できる例である。
【０１９２】
同図において、１２０１はカウンタで、タイミング信号発生回路１０４が発するＨＳＹＮ
Ｃをカウントすることにより、駆動する素子の行番号を発生する。１２０２はルックアッ
プテーブル（ＬＵＴ）であり、カウンタ１２０１から出力された行番号を入力とし、領域
を表す信号を出力する。ＬＵＴ１２０２の保持内容の例を図１３に示す。これは、２４行
周期でスペーサが配置され、１１行目と１２行目の間に最初のスペーサが配置されている
場合の例である。スペーサに最も近い領域ａに相当するのは、１１行目と１２行目であり
、その場合の出力は２で、駆動条件ａを表す。２番目に近い領域ｂに相当するのは、１０
行目と１３行目であり、その場合の出力は１であり、駆動条件ｂを表す。その他の領域ｃ
に相当するのは、０～９行目と１４～２３行目であり、その場合の出力は０であり、駆動
条件ｃを表す。この駆動条件信号が制御回路１００１０から出力されて電圧駆動回路１０
０８に与えられる。
【０１９３】
１２０３は比較器で、カウンタ１２０１の出力と、レジスタ１２０４が保持するスペーサ
が配置されている行周期（本例では２３）を比較して、比較結果が等しければ、カウンタ
１２０１をリセットする。この時、カウンタリセット端子への入力には、垂直同期信号で
あるＶＳＹＮＣと論理和をとる。１２０４は、レジスタとしたが、メモリやスイッチ等で
構成しても良い。
【０１９４】
特に、偏向原因部材であるスペーサが配置されている行周期が２のｎ乗である場合には、
図１２（Ｂ）の構成を取ることができる。カウンタ１２０１をｎビットとすることで、カ
ウンタリセットのための比較器は不要となり、ＶＳＹＮＣ入力でのみリセットすることで
所望の動作が得られる。
【０１９５】
スペーサが配置されている行が周期的ではない場合には、図１２（Ｃ）の構成が好適であ
る。カウンタ１２０１は行方向配線の数（ｍ）をカウントするのに十分なビット数を持ち
、ＶＳＹＮＣを起点に、ＨＳＹＮＣをカウントする。ＬＵＴ１２０５は、行方向配線の数
（ｍ）分の空間を持ち、カウンタ１２０１から出力された行番号を入力とし、駆動条件を
表す信号を出力する。
【０１９６】
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図１１（Ｂ）の例では、スペーサは千鳥状に配置されており、行方向で一様ではない。こ
の場合の制御回路１００１０の構成としては図１２（Ｄ）に示した構成が好適である。１
２０６はアドレス発生回路で、タイミング信号発生回路１０４が発するＶＳＹＮＣ、ＨＳ
ＹＮＣ、サンプリングクロックにより、ＬＵＴ１２０７のアドレス信号を発生する。ＬＵ
Ｔ１２０７は、表示パネル１０１の表面伝導型放出素子数（ｎ×ｍ）分の空間を持ち、輝
点間隔に基づいて、各素子に対応して駆動条件ａ～ｃを表すデータが格納されており、ア
ドレス発生回路１２０６から出されるアドレス信号によってアクセスされ、各素子に対応
した駆動条件信号を発生する。
【０１９７】
上記例では、領域をａ～ｃに分類したが、領域の数は３つに限らない。
【０１９８】
図１１（Ｃ）は、一つのスペーサの周囲のみ抜き出した図である。これは、輝点間隔を測
定し、輝点間隔に応じて必要な補正量に応じて領域ａ，ａ’，ｂ，ｂ’，ｂ”ｃに分類し
た例である。この領域は、輝点が全画面に渡って行方向と列方向のそれぞれで所定の間隔
（行方向基準間隔、列方向基準間隔）で並ぶものとして想定した輝点位置からの実際の輝
点のずれ量をもとめそれと前記基準間隔とを比較した値に基づき、該比較値が所定の範囲
内に入る部分ごとに輝点間隔に応じた補正条件の設定をしている。
【０１９９】
ここではスペーサの長手方向に沿い、スペーサに最も近い素子の領域が領域ａ、２番目に
近い素子が領域ｂ、スペーサのエッジ部分に接し、スペーサに最も近い素子の領域がａ’
、２番目に近い素子が領域ｂ’、領域ｂと領域ａ’に接し、スペーサから斜め方向に位置
する素子の領域がｂ”となっている。領域ｃは図示していないがそれ以外の範囲の素子で
ある。このように、輝点の位置ずれによる輝点間隔むらが視覚上の輝度むらに与える影響
の程度により、領域を分類する。この例でも、制御回路１００１０の構成は、図１２（Ｄ
）を用いることができる。
【０２００】
端子Ｄｙ１からＤｙ７２０に、所望階調に応じて変調されたパルス幅を有しており、且つ
輝点間隔に応じた光量補正のために選択された電位を有する電圧パルス信号が供給された
パネルでは、走査回路１０２が選択した行に接続された表面伝導型放出素子のみが選択電
位と前記電圧パルス信号の電位との電位差により供給されたパルス幅に応じた期間だけ電
子を放出し、蛍光体が発光する。即ち１水平走査（１Ｈ）期間中、選択された行上の各素
子が画像輝度信号に合わせて発光する。走査回路１０２が選択する行を１から２４０まで
順次走査することで２次元画像が形成される。
【０２０１】
以上が、本実施例における画像形成時の動作の概要である。
【０２０２】
ある輝点においてひとつの隣接輝点との間隔が基準間隔よりも小さく、該隣接輝点とは反
対側で隣接する隣接輝点との間隔が基準間隔が大きい場合もあるが、基本的にはより影響
の大きいほうの輝点間隔に着目して補正を検討すればよい。特に、偏向原因部材が存在す
る場合は該偏向原因部材をはさんで隣接する２つの輝点（輝点Ａ，Ｂ）の間隔が基準間隔
からのずれ量が大きくなり、輝点Ａに対して輝点Ｂとは反対側で隣接する輝点Ｃと輝点Ａ
との間隔の基準間隔からのずれ量は輝点Ａと輝点Ｂとの間隔の基準間隔からのずれ量より
も小さい場合が多いので、その場合は輝点Ａの光量補正は輝点Ｂとの間隔に主に基づいて
行えばよい。本実施例では、ＶｄａとＶｓとの差がＶｄｂとＶｓとの差よりも大きく、Ｖ
ｄｂとＶｓとの差がＶｄｃとＶｓの差よりも大きくなるように、ＶｄａとＶｄｂとＶｄｃ
を設定したときに、良好な画像を表示することができた。
【０２０３】
さらに、制御回路１００１０から電圧駆動回路１００８に与える駆動条件を、Ｄ／Ａ変換
により所定電位が得られる信号である設定電圧値（例えば８ビットの２進数）としてもよ
い。その場合、電圧駆動回路１００８には、表示パネルの端子Ｄｙ１～Ｄｙ７２０に対応
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する列毎にＤ／Ａコンバータを備え、制御回路１００１０から与えられる設定電圧値をＤ
／Ａ変換して駆動電位を得て、各列配線に印加する。
【０２０４】
（実施例５）
実施例４では選択された行配線に接続される各電子放出素子に印加する変調信号の電位を
輝点間隔に応じた光量補正のために調整する構成としたのに対し、本実施例では電圧駆動
回路１００８に入力する設定電位は一定とし、走査回路から印加する選択電位を光量補正
のために選択する構成としている点で、実施例４と異なる。
【０２０５】
なお本実施例においては、スペーサの配置は図１１（Ａ）のように、行方向配線に沿って
隙間なく配置されている。
【０２０６】
１００２０は制御回路であり、タイミング信号発生回路１０４が発生する各種タイミング
信号を受け、選択する行配線に対応した駆動条件を発生し、走査回路１００４に与える。
制御回路１００２０の構成としては図１２（Ａ），（Ｂ），（Ｃ）の構成を好適に採用で
きる。
【０２０７】
本実施例における走査回路１００４の構成は、ほぼ実施例４と同様であるが、非選択電位
を供給する電源Ｖｎｓとは別に、領域ａからｃに対応した選択電位Ｖｓａ，Ｖｓｂ，Ｖｓ
ｃをそれぞれ供給する選択電位供給電源１００２１、１００２２、１００２３が接続され
ている点で異なる。本実施例における走査回路１００４は、制御回路１００２０から与え
られる駆動条件に従って、選択する行配線に応じた選択電位を供給する。
【０２０８】
Ｖｓａ，Ｖｓｂ，Ｖｓｃの値は、Ｖｓａと各列配線に印加されるＯＮ電位との差、Ｖｓｂ
と前記ＯＮ電位との差、Ｖｓｃと前記ＯＮ電位との差、の順に小さくなるように設定する
ことにより好適な画像表示を実現できた。
【０２０９】
（実施例６）
以上述べてきた各実施例では、列配線に変調信号を印加する際にその電位を所定の値に設
定する構成を示したが、本実施例では、列配線に変調信号を印加する際に、その電流値が
所定の値になるように構成する。
【０２１０】
図１０の構成と本実施例の構成が異なるところは、本実施例においては制御回路１００１
０が列配線に印加する信号の電流値を設定するための信号である設定電流値（本実施例で
は８ビットの２進数）を用いる点であり、また、電圧駆動回路１００８を用いるのではな
く、電流駆動回路１５０１を用いる点である。
【０２１１】
１５０１は電流駆動回路であり、内部にシフトレジスタを持ち、制御回路１００１０から
入力される各列方向配線に対応した駆動条件であるところの設定電流値を、タイミング信
号発生回路１０４から出力されるサンプリングクロックで順次シフトすることにより、全
ての列の列方向配線の駆動条件を保持する。更に、電流駆動回路１５０１には、表示パネ
ルの端子Ｄｙ１～Ｄｙ７２０に対応する列毎にＤ／Ａコンバータを備え、制御回路１０９
から与えられる設定電流値をＤ／Ａ変換する。そして、タイミング信号発生回路１０４か
ら出力されるパルス幅クロックにより、パルス幅変調回路１０７から出力されたパルスの
期間だけ、Ｄ／Ａ変換によって得られた駆動電流を表示パネルの端子Ｄｙ１ないしＤｙ７
２０を通じて表示パネル１０１内の表面伝導型放出素子に流す。
【０２１２】
本実施例では、制御回路１００１０が出力する駆動条件を設定電流値としたが、駆動条件
ａ～ｃとしてもよい。その場合、電流駆動回路１５０１は、列毎に保持した駆動条件に対
応する駆動電流を得るために、リファレンス電位をＶｄａ～ｃの中から選択する。条件ａ
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の場合はＶｄａが、条件ｂの場合はＶｄｂが、条件ｃの場合はＶｄｃが選択され、それぞ
れをリファレンス電位として発生された駆動電流Ｉｄａ～ｃが素子に印加される。領域ａ
に対応する設定電流値Ｉｄａは、最も大きく、領域ｃに対応する設定電流値Ｉｄｃは、最
も小さい。
【０２１３】
なお本実施例では、該設定電位を列配線に流すために列配線に印加される電位は選択電位
よりも高い電位となっており、電流駆動回路から列配線に向けて電流が流れる構成となっ
ているが、選択された行配線に印加される電位を各列配線に印加される電位よりも高くす
る設定においては、列配線から電流駆動回路に向けて電流が流れる構成となる。すなわち
その場合は、電流駆動回路は吸い込みの電流駆動回路となる。
【０２１４】
（実施例７）
以上述べた各実施例においてはパルス幅変調をおこなう例をあげた。本実施例においては
振幅（波高値）変調を行う例をあげる。なお光量補正も波高値を調整することによって行
う。
【０２１５】
本願実施例の構成を図１６に示す。図１０の構成と異なる点はパルス幅変調を行うための
パルス幅変調回路１０７と電圧駆動回路１００８に代えて振幅変調回路１６０１を用いて
いる点である。
【０２１６】
振幅変調回路１６０１は、各列方向配線に対応してＤ／Ａ変換器１６０１１を内蔵し、入
力した画像信号強度に応じた電位値を持つ駆動パルスを生成する。また、内部にシフトレ
ジスタを持ち、制御回路１００１０から入力される各列方向配線に対応した駆動条件を、
タイミング信号発生回路１０４から出力されるサンプリングクロックで順次シフトするこ
とにより、全ての列の列方向配線の駆動条件を保持する。各Ｄ／Ａ変換器には、各駆動条
件に応じたＤ／Ａリファレンス電位Ｖｒａ～ｃが選択される。
【０２１７】
リファレンス電位はＶｒａが最も選択電位Ｖｓから遠く、Ｖｒｃが最も選択電位Ｖｓに近
いため、同じ画像信号が入力された場合、領域ａの素子の駆動パルスの振幅（基準電位と
画像信号強度に応じた電位との差：ここで基準電位＝ＯＦＦ電位は選択電位と画像信号強
度に応じた電位との間の値としてマトリックス駆動可能な値に設定されるものであり、本
実施例ではグランド電位である）は最も大きく、領域ｃの素子の駆動パルスの振幅は最も
小さくなる。
【０２１８】
（実施例８）
本実施例の構成を図１７に示す。本構成例において図６の構成や図１０の構成と異なる点
は、本実施例においては、逆ガンマ変換を行うのと同時に本願発明にかかわる光量補正を
行う点にある。
【０２１９】
１７０１は制御回路であり、タイミング信号発生回路１０４が発する各種タイミング信号
を受け、駆動を行う素子に対応した領域を表す信号を発生し、データ変換回路１７０２に
与える。制御回路１７０１の構成は図１２に示したものと同様である。
【０２２０】
データ変換回路１７０２で、本実施例で用いている電子放出素子のように、駆動パルス幅
に対する発光輝度の特性がリニアな素子を用いる場合、画像データに逆γ変換をかける必
要がある。図１８の実線で示すような、出力データが入力データの２．２乗分の１に比例
するようなカーブが一般的である。
【０２２１】
本実施例では、輝点間隔に応じた光量補正を、画像データの段階で補うもので、データ変
換回路１７０２は、制御回路１７０１の出力する領域を表す信号により、駆動素子の対応
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する領域に合った変換カーブを選択し、データ変換を行う。領域ａにある素子については
、図１８の点線で示したカーブを、領域ｂにある素子については同図の破線で示したカー
ブを、また領域ｃにある素子については同図の実線で示したカーブ用いてデータ変換を行
う。
【０２２２】
その結果、領域ａおよびｂにおいては、同じ画像データが入力された場合にも、駆動パル
ス幅が長くなるので、視覚上の輝度低下を補い、輝度むらのない良好な画像を得ることが
できる。
【０２２３】
なお、以上述べてきた各実施例では表示素子として電子放出素子を用いた構成を説明した
が、エレクトロルミネセンス素子を表示素子として用いる場合など他の表示素子を用いる
場合においても表示素子の配置間隔に不均一があるなどにより輝点の間隔の不均一や基準
位置からの位置ずれの不均一が生じる。そのような構成に対しても本願発明は適用するこ
とができる。
【０２２４】
【発明の効果】
以上説明したように、本発明は、簡易な構成で画像品質を向上させることが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施の形態に係る画像表示装置の模式的斜視図である。
【図２】図１における輝点の配列の一部を示す平面図である。
【図３】本発明の実施例１に係わる画像表示装置の模式的斜視図である。
【図４】画像表示装置に備えられる電子源の一部平面図である。
【図５】本発明の実施例１における電子放出部と輝点の配置関係図である。
【図６】本発明の実施例１に係わる画像表示装置における駆動回路を含むブロック図であ
る。
【図７】本発明の実施例２における電子放出部と輝点の配置関係図である。
【図８】本発明の実施例３に係わる画像表示装置の模式的斜視図である。
【図９】本発明の実施例１に係わる画像表示装置に備えられるスペーサの模式的斜視図で
ある。
【図１０】本発明の実施例４にかかわる画像表示装置における駆動回路を含むブロック図
である。
【図１１】本発明の実施例４で例示したスペーサの配置位置と光量制御の対象となる領域
の関係を示す図である。
【図１２】本発明の実施例４で例示した制御回路の構成例を示す図である。
【図１３】本発明の実施例４で用いたルックアップテーブルの構成例を示す図である。
【図１４】本発明の実施例５にかかわる画像表示装置における駆動回路を含むブロック図
である。
【図１５】本発明の実施例６にかかわる画像表示装置における駆動回路を含むブロック図
である。
【図１６】本発明の実施例７にかかわる画像表示装置における駆動回路を含むブロック図
である。
【図１７】本発明の実施例８にかかわる画像表示装置における駆動回路を含むブロック図
である。
【図１８】本発明の実施例８で用いた変換回路の変換特性を示す図である。
【符号の説明】
１　画像表示装置
２　電子源
３　被照射部材
４　偏向原因部材
１０１　表示パネル
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１０３　デコーダ
１０４　タイミング信号発生回路
１０５　Ｓ／Ｈ回路
１０６　変換回路
１０７　パルス幅変調回路
１０８　電圧駆動回路
２００　変換回路
２０１　カウンタ
２０３　乗算器
１００１　電子放出素子
１００１Ａ　素子電極
１００１Ｂ　素子電極
１００１Ｄ　電子放出部
１００２　列方向配線
１００３　行方向配線
１００３Ｚ　絶縁層
１００４　走査回路
１００５　変調回路
１００６　スペーサ
６００１　スペーサ
７００１　スペーサ母材
７００２　導電性膜
７００３　プラチナ電極
１０００１　電子源基板
１０００２　ガラス基板
１０００３　蛍光体
１０００４　メタルバック
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】

【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】
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【 図 １ ７ 】 【 図 １ ８ 】
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